
令和７年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 波田特産品直売施設
所管課

外線番号
観光ブランド課
0263-34-8307

　施設概要・設備 木造平屋建　売り場１、売り場２、厨房、事務室

　指定管理者名（選定方式） 松本市波田商工会（特命）

　指定期間 令和３年４月１日から令和８年３月３１日（５年）

　所在地 松本市波田8501-1 設置年月 平成３年４月

　施設設置目的 特産品の販売等を通じ、地場産品を生かした観光振興を図る。

　指定管理者の
　主な業務

地場農産物及び特産品の直売と地域の観光振興

　利用料金制の導入 　あり　　利用料金制（独立採算）

　施設の利用状況

利用区分等 利用目標 利用実績 対目標比（％） 対前年比（％）

来場者数（人） 13,777 100.3%

（特記事項）

事業収支
（単位：円）

指定管理者収支（令和７年度） 市の収支

収入
(歳入)

年度計画額 収支実績額 令和７年度決算 令和６年度決算

項目 金額

利用料収入 3,970,000 利用料収入 4,063,040 土地転貸借料 195 土地転貸借料 195

金額 項目 金額 項目 金額 項目

営業外収益 1,500,000 営業外収益 1,587,003

売上 3,000,000 売上 1,899,061

計 8,470,000 計 7,549,104 計 195 計 195

仕入 1,800,000 仕入 1,505,130 委託料 589,475 委託料

人件費 3,710,000 人件費 2,645,635 借上料

補償 568,115

310,000 借上料 310,000

548,350

【内訳】 【内訳】

一般管理費 2,615,000 一般管理費 3,579,736

・通信費 150,000 ・通信費 168,947

・水道光熱費 720,000 ・水道光熱費 908,034

・販促・広告費 120,000 ・販促・広告費 39,970

・消耗品費 210,000 ・消耗品費 359,115

・負担金 20,000 ・負担金 30,375

・支払手数料 120,000 ・支払手数料 545,359

・荷造運賃 1,200,000 ・荷造運賃 1,124,351

・損害保険料 15,000 ・損害保険料 13,440

・修繕費・雑費 60,000 ・修繕費・雑費 390,145

計 1,426,465

損益 345,000 -181,397 差引 -899,280 差引 -1,426,270

計 8,125,000 計 7,730,501 計 899,475

支出
(歳出)



２　市（所管課）による評価
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経済性

働き方改革の推進

安全管理

職員研修・人材育成

管
理
基
準
対
応

市民の平等利用

職員の労働条件

個人情報保護

情報公開

危機管理対策

利用促進

苦情・要望等への対応

障がい者等への配慮

環境への配慮

組織・体制

経理及び
事務処理等

利用者サービス向上

セルフモニタリング

地域との連携

業務内容

経費削減・業務効率化

事業報告及び決算

B

B

B

B

周辺地域や事業所と連携しイベントで宣伝するなど利用促進を図っている。

B

B

B

3

4
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65.4

財務モニタリング等から、経営状況に問題となる点は見当たらず健全な経営を行なっている。

波田商工会各種団体、構成企業によるサポート・バックアップ体制がとれている。

職員体制や仕入、業務の見直し等で経費削減や業務効率化に取り組んでいる。

前年度に比べ利用者数は同程度であったが、収益が増加している。

定期的に商工会の顧問中小企業診断士のアドバイスを受け、販売員会議で共有し改善に努めている。

適切な仕入等により廃棄物削減に努めるなど、環境への配慮がされている。

評価の根拠

自主事業としての商品を販売するなど、利用者のニーズに合わせたサービスを提供している。

障がい者などに配慮した対応ができるよう、研修の場が設けられている。

随時、アンケートを実施しており、回答を月例の販売員会議で共有し改善に努めている。

外部の研修会や月例の販売員会議での情報交換等を通して、販売員の資質の向上に努めている。

警備業務の一部を第三者と契約して、適切に実施されている。

Ｂ

Ｃ

小計

（１．０）

（０．７）

（０．５）

管
理
能
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中項目

団体の経営状況は良好であり、経営の安定性を欠く点はないか

専任の職員が経理管理をしており、情報公開及び監査請求に対応できる内容となっている。

個人情報の伴うデータは商工会で一括管理し、情報漏洩の対策を講じている。

訓練の実施や関係機関への緊急連絡網が整備されており、適当な体制が備わっている。

労働条件モニタリング等から、業務従事者の適正な労働条件は確保されている。

公平性が確保されており、アンケートからも問題は見受けられない。

リスクに対応する保険に加入し、リスクヘッジができている。

個人情報等や業務上知り得た秘密の保護について、書類・電子データ等のセキュリティ対策を講じているか

指定管理者の責に帰すべき事由による損害賠償等のリスクに対応しているか

情報公開や監査請求を理解し、適切な対応を行っているか

評　価　項　目

　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。

　評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

Ｄ

B

評価

有資格者の配置や指揮系統、責任権限も明確になっている。

年休5日の取得など働き方改革に努めている。

（０．０）

高いレベルで実施されており、高く評価できる。

事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。

事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。

2

Ａ

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準

設置目的、管理運営業務を的確に理解し適切に業務が履行されている。また、利用者から市へ直接の苦情等がないことも管理者として高く評価できる。

人員配置、シフト体制、勤務時間ともに問題なく、管理運営は適切である。

常時、連絡が取れる体制が確保されており、緊急時の連絡や報告等も迅速に行われ、関係団体とも連携が図れている。

大項目

管理運営

団体の概要
B

実績及び事業報告書は適切に作成され、期限内に提出されている。

研修での教育や月例会などで安全対策の共有と徹底がなされている。

定期巡回、清掃等が適切に行われ、管理区域、業務範囲につても問題はない。

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか

業務報告や事業報告を適切に作成し、期限までに報告されているか

2

2

B4

経理処理は専任の職員が担っており、問題は見受けられない。

B職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか

働き方改革に積極的に取り組んでいるか

B

B

B

B

B

職員体制や配置人員は適切であるか

3 B

事故防止等の安全対策は明確で、職員の教育・訓練は実施されているか

B

B

B

B

B

B

災害時や緊急時等に適切な対応がとれる体制となっているか

2

5 A

配点

4

市が示す設置目的及び施設運営方針を理解し、仕様書に示した業務を適切に行っているか

市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか

合理的な理由なく利用者を制限や優遇するなど、市民の平等な利用を妨げていないか

労働関係法令等を遵守し、業務従事者の正当な労働条件を確保しているか 2

2

2

2

2

3

2

3

管理区域、業務範囲について的確に把握し、適切に管理運営を行っているか

2

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか

業務の第三者委託の範囲、委託先は適切に実施されているか

経費節減や業務効率化に取り組んでいるか

B

地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか 2 B

支出総額は事業計画書の範囲内か、又事業計画とおり収入が確保できたか（又は、利用者を確保できたか）

3

5

3

4

利用者の利便性や満足度を高めるため、具体的な方策を講じているか

障がい者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか

施設の利用率の向上に努めているか

利用者アンケート等を適切に実施し、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか

セルフモニタリングが適切に行われているか

2

施設の設置目的を把握し、施設の効用を最大限に発揮する事業運営を行っているか 5

施設運営における環境負荷の低減に向けた具体的な目標を定め、認定取得等、その達成に向けた取組みが講じられているか

B 設置目的、管理運営業務を的確に理解した事業計画となっており、適切に計画が履行されている。

年間の事業量が適切に実行されているか 3 B 利用者ニーズに対応した営業時間の設定等の工夫が見られ、事業計画書に基づき適切に事業が実施されており、問題はない。

他地区のコミュニティイベントへ出店している他、直売所や農産物の宣伝のため、協力事業所や周辺地域と連携した事業を実施し、地域振興を担っている。



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

「要改善」
※「不可」

評価

合計点数

72.4

適　正

配点

B

「適正」

7

10

※「不可」の場合は、指定管理者の取消処分を含め、早急な改善対応の検討が必要

45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

45点以上60点未満

判断結果

【自主事業を実施している場合の評価】
　周辺事業所等と連携し農産物を活かしたイベント実施するなど、地域内での連携や施設利用促進に繋が
る取組みは評価できる。
【個別施設ごとのテーマに対する評価　※設定がある場合】
　個別施設ごとのテーマ：観光振興事業
　地域の特性を活かした試みとして、地場農産物を利用した商品の開発や名産品のスイカ販売、各季節ご
との農作物の販売を通して、観光客を呼び込もうと努力している。
【総合的な評価】
　時期に応じた地場農産物を販売し、春は山菜、夏は名産のスイカ、秋はキノコなどで県内外の方が足を
運ぶなど、施設の効用を活かした良好な管理運営が行われている。その結果、アンケートにおいて、昨年
度を上回る満足度の上昇という数値が出ており評価できる。
　また、施設の設置目的である地場産を活かした観光振興のため、地域内に留まらず県内外へ広く情報発
信をするとともに、近接する加工施設との連携や魅力的な商品開発に力を入れるなど、更なる利用促進に
繋がることを期待したい。

Ｄ （０．２）

60点以上75点未満
「良好」

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

利用者からの意見
要望・苦情等

○参加させていただいている市内の地域コミュニティベント事業（城南朝市）では、商工
会の会員企業でもあるパン店にも出品していただき、好評をいただいている。
○本年も引き続き周辺事業所と連携しつつ、ウオーキングイベントを実施し、冬季（３
月）にも協力事業所と連携しイベントを実施し、直売所や農産物のPRや周辺地区の活性化
を図った。
ウオーキングイベントの中では、周辺地域の事業所へ誘客すべく、イベント内容を工夫し
ているものの（周辺事業所で使えるお買物券の配布・周辺事業所の案内マップの作成と配
布）、 期待したほどの効果が得られていないため、イベントの開催時期や内容等を検討し
て、効果を検証したい。また、熊や熱中症など、参加者の安全対策についても改めて見直
し安心して参加いただけるよう計画したい。
○商業者有志が開催している地域コミュニティイベント（月１回）に積極的に参加し、直
売所や農産物のPRに務めた。
〇異常気象や天候不良などが多く、出荷数の減少、贈答品など高価格帯商品の減少など、
売上高や利用者数も減少していると思われる。
○直売所には、販売主任を設け、随時、事務局内で打合せ等を行っている。（店頭でいた
だいた苦情等に対してはその都度対応している。）

○参加させていただいている松本市内の定期イベントでは、地域住民の方にもご好評をい
ただおり、イベント内でのPRを行い店舗や周辺地域への集客を図り、活性化に努めたい。
○引き続き「安心」「安全」な農産物の提供に努めるとともに、売れ残った農産物の惣菜
等への利用や、地元生産者を増やすなど、多くの生産者に多くの利益が還元できるよう研
究していきたい。
○安定した売上の向上を図るよう経営改善をより一層進めていきたい。
○Ｒ８年度から毎月１回の売り出しイベントを始めた。会員企業にも協力いただき、利用
者に喜んでいただけるような内容にしていきたい。
〇（市役所の紹介で）新潟県糸魚川市の道の駅のスタンプラリーなどのイベントに参加さ
せていただいている。今後、これを機に旬の商品の相互利用など、交流・連携を図りた
い。
〇隣接の公衆トイレの清潔感をお客様から評価されているので、今後も、気持ちよく使っ
ていただけるよう、清掃等をしっかりと行っていきたい。

要望・苦情への
対応状況

令和７年度の
自己評価

今後の目標

別紙のとおり

（０．５）

             総　合　評　価　　（４段階評価）　の　基　準

Ａ （１．０） アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

Ｂ （０．７）

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

随時

サラダマーケット利用者

アンケート用紙による

別紙のとおり

調査結果

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法



３　利用者による評価

調査結果

商品の品揃えについて
　　満足・やや満足、・・・40％、普通・・・40％、やや不満・不満・・・20％
商品の価格について
　　満足・やや満足、・・・50％、普通・・・45％、やや不満・不満・・・5％
接客対応について
　　満足・やや満足、・・・50％、普通・・・40％、やや不満・不満・・・10％

利用者からの意見
要望・苦情等

・欲しかったものが無かった。品揃えが悪い。
・スイカが高い。
・アスパラがたくさん入荷していた。美味しかった。
・トイレがいつもきれい。
・月１で来店。スタッフが明るく元気が貰える。（県外の方）
・りんごが安い。りんごはここから送ってもらう。
・荷物を車まで運んでくれたり、気さくに声を掛けてくれる。（近隣・常連の方）

【別紙】

利用者アンケート

実施時期 随時

調査対象 利用者

調査方法 アンケート用紙による


